令和元年度　事前評価調書
１ 事業概要
	事業名
	主要地方道　枚方高槻線（都市計画道路　牧野高槻線）道路改良事業　及び　関連道路改良事業

	担当部署
	都市整備部 交通道路室 道路整備課 建設グループ（連絡先06－6944－9280）　

	事業箇所
	枚方市上島町地内～高槻市前島地内

	事業目的
	主要地方道枚方高槻線は一級河川淀川を橋梁によって渡河し、枚方市と高槻市を結ぶ幹線道路である。現在、淀川を渡河する橋梁が、大阪府北東部において、南は枚方市の枚方大橋から北は京都府八幡市の御幸（ごこう）橋まで約12ｋｍ離れており、隣接道路である国道170号及び主要地方道京都守口線の交通が枚方大橋に集中し、慢性的な渋滞が発生している。そのため、本路線の整備は、枚方大橋に集中する交通を分散させ慢性的な渋滞を緩和し、また、防災面の機能強化及び淀川により分断されている都市間交流の促進等にも寄与するものである。なお、本路線は大阪府都市整備中期計画（案）において、着手する路線と位置付けされており、大阪府北東部のさらなる発展のため枚方市及び高槻市の両市から整備を要望されている路線である。
関連道路として、主要地方道枚方高槻線の整備に伴い、交通量が増加する主要地方道京都守口線の一部を２車線から４車線へ拡幅整備を行う。

	事業内容
	道路築造

　【主要地方道枚方高槻線】
延長：約1.5km

　幅員：26.3m

車道：4車線｛(3.25m×2＋路肩0.5m)×2｝
歩道・自転車道：両側
｛(自転車道2.5m＋歩道2.5m）×2)
中央帯：1.5ｍ
橋梁：2橋（橋長：約0.8kｍと約0.2kｍ）
	道路築造

　【主要地方道京都守口線】
延長：約1.5km

　幅員：22.0m

車道：4車線
｛(車道3.25m×2
＋自転車専用通行帯1.5m)×2｝
歩道：両側(2.5m×2)
中央帯：1.0ｍ

	事業費


	全体事業費：約253億円

（内訳）調査費等　　  約3億円
　　　　用地費　　　 約40億円

　　　　工事費　　  約210億円

	
	【事業費の積算根拠】

予備設計成果を基に概算事業費を算出。

	維持管理費
	約6,700万円／年

	関連事業
	国道１７０号（都市計画道路　十三高槻線）
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２ 事業の必要性等に関する視点
	上位計画等に

おける位置付け
	大阪府都市整備中期計画(案)（H28.8改訂）

	事業の必要性等に関する視点
	・枚方大橋の渋滞緩和

　 ⇒現状（H27交通センサスより） ：混雑度　2.24

　　R12年（2030年）予測（主要地方道枚方高槻線　整備なし）：混雑度は1.80

　　R12年（2030年）予測（主要地方道枚方高槻線　整備あり）：混雑度は1.46

・防災面の機能強化

　 ⇒高槻市及び枚方市を合わせた80万人の都市圏が形成。現在は主要商業施設、病院及び公共施設が立地し、災害時において近隣市における医療施設の活用等が可能となり、広域的に必要な渡河橋である。

・都市間交流の促進

　 ⇒人流、物流、商業、工業等の交流が発生することが想定される。

	事業を巡る
社会経済情勢等
	現在、淀川を渡河する橋梁が、大阪府北東部において、南は枚方市の枚方大橋から北は京都府八幡市の御幸（ごこう）橋まで約12ｋｍ離れており、隣接道路である国道170号及び主要地方道京都守口線の交通が枚方大橋に集中し、慢性的な渋滞が発生している。

	地元の協力体制等
	地元市である枚方市と高槻市から整備の要望がある。

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞


	【効果項目】
・走行時間短縮：約 2065.7億円

・走行経費減少：約   96.6億円

・交通事故減少：約   -4.3億円

【分析結果】

・B/C＝11.10　B＝約2158.0億円　C＝約194.5億円

【算出方法】
・国土交通省「費用便益分析マニュアル」（平成30年2月）により算出
・H27交通センサスベースのR12年（2030年）将来交通推計値により算出

	事業効果の

定性的分析

（安心・安全、活力、
快適性等の有効性）
	【安心・安全】

・車両の走行性の向上により安全が確保される。

主要地方道枚方高槻線：1.5mの中央帯を確保。
主要地方道京都守口線：1.0mの中央帯を確保。
・歩行者・自転車の安全が確保される。
主要地方道枚方高槻線：2.5mの歩道（両側）及び2.5mの自転車道（両側）を確保。
主要地方道京都守口線：2.5mの歩道（両側）及び1.5mの自転車専用通行帯（両側）を確保。
・現在は主要商業施設、病院及び公共施設が立地し、本主要商業施設、病院及び公共施設が立地し、災害時において近隣市における医療施設の活用等が可能となり、広域的に必要な渡河橋である。
【活力】
・新名神高速道路へのアクセス向上など大阪府北東部地域の道路ネットワークが強化される。

・本路線の完成により、淀川で分断されている枚方市と高槻市が結ばれ、両市の人流、物流、商業、工業等の交流が発生することが想定される。
【快適性】
・自転車・歩行者空間の確保により快適性が向上する。
【受益者】
・道路利用者


３ 事業の進捗の見込みの視点
	事業段階ごとの

進捗予定と効果
	令和2年(2020年)度～令和5年(2023年)度：測量・設計
令和3年(2021年)度～令和7年(2025年)度：用地買収
令和5年(2023年)度～令和11年(2029年)度：工事
令和11年(2029年)度：完成


４ コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
	コスト縮減の工夫等
	淀川を渡河する位置については、新名神高速道路に併設する場合、下水道施設を通る場合、下水道施設南側を通る場合、淀川渡河部を斜めに横断する場合に比べ、事業費が抑えられること、新たな都市計画制限が発生しないこと、橋梁の横過方向は河川の流向に対し概ね直角になることなど、現案が相対的に優位である。
また橋梁形式については、経済性、施工性、維持管理等を踏まえ選定。


５ 特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	・鵜殿ヨシ原などの自然環境への影響が小さくなる箇所を選定している。
・大気・振動の予測評価については、環境基準を満足。
・騒音の予測評価については、一部環境基準を超過しているため、事業実施時に行う詳細設　

　計で遮音壁等の必要な対策を検討。


６ 対応方針（原案）
	対応方針
（原案）
	＜判断の理由＞
・枚方大橋の渋滞緩和

　　交通量の多い国道170号及び主要地方道京都守口線から枚方大橋に集中する交通が主要地方道枚方高槻線に転換することにより渋滞緩和が図られる。
・防災面での機能強化

　　大阪府内の枚方大橋より北側の橋梁で、淀川を渡河する唯一の一般道の橋梁となり、南海トラフ地震などの大規模災害時において近隣市における医療施設の活用等の連携が可能となるため、広域的に必要な渡河橋である。
・都市間交流の促進

　　淀川で分断されている枚方市と高槻市が結ばれ、両市の人流、物流、商業、工業等の交流が発生することが想定され、大阪府北東部の更なる発展に寄与する。
  以上の理由から、事業を実施する。


Ｒ１．１１．１９修正
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